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生
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郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
高
速
道
路
に
お
け
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
高
速
道
路
に
お
け
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

Ｅ
Ｔ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
（
有
料
道
路
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
料
金
徴
収
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
省
令
（
平
成

十
一
年
建
設
省
令
第
三
十
八
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
る
高
速
道
路
（
高

速
道
路
株
式
会
社
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
高
速
道
路
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

の
料
金
（
道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る

料
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
支
払
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
発
行
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

（
以
下
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
」
と
い
う
。
）
を
用
い
る
方
式
と
高
速
道
路
会
社
（
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る

会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
発
行
す
る
御
指
摘
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ー
ド
を
用
い
る
方
式
が
採
ら
れ
て
い
る
。
Ｅ

Ｔ
Ｃ
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
用
い
る
方
式
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
平
成
十
三
年
三
月
か
ら
日
本
道
路
公
団
、

首
都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
及
び
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
（
以
下
「
旧
四
公
団
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
一

般
運
用
が
開
始
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
旧
四
公
団
に
お
け
る
当
時
の
検
討
の
結
果
、
自
ら
発
行
す
る
カ
ー
ド
を
用
い
る
方
式

は
、
利
用
者
の
利
便
性
や
導
入
等
に
要
す
る
経
費
等
の
点
で
合
理
的
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
承
知
し

一



て
い
る
。
ま
た
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
持
た
な
く
て
も
Ｅ
Ｔ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
の
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
の

意
見
等
を
踏
ま
え
、
旧
四
公
団
が
自
ら
発
行
す
る
カ
ー
ド
を
用
い
る
方
式
に
つ
い
て
更
に
検
討
し
た
結
果
、
平
成
十
七
年
十

一
月
か
ら
高
速
道
路
会
社
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ー
ド
を
用
い
る
方
式
に
つ
い
て
、
利
用
の
受
付
が
開
始
さ
れ

た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

Ｅ
Ｔ
Ｃ
通
行
車
（
道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
建
設
省
令
第
十
八
号
）
第
十
三
条
第
二
項
第
三
号

イ
に
規
定
す
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
通
行
車
を
い
う
。
）
を
対
象
と
し
た
高
速
道
路
の
料
金
の
割
引
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
の
活
用
が
高

速
道
路
の
料
金
所
に
お
け
る
渋
滞
を
大
幅
に
緩
和
し
、
自
動
車
交
通
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
に
寄
与
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
十
三
年
三
月
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
導
入
時
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
用
い
る
方
式
が
採
用
さ
れ
た
理
由
は
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
と
承
知
し
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
事
情
を
勘
案
す
る
と
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ー
ド
が
導
入
さ
れ
る
ま
で
の
一
時
期
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
用
い
る
方
式
に
よ
っ
て
Ｅ
Ｔ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
で
き
る
者
と
利
用
で
き
な
い
者
と
で
料
金
が
異
な
る
よ

う
な
場
合
が
生
じ
て
い
た
こ
と
は
、
合
理
性
の
あ
る
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
憲

二



法
第
一
四
条
に
抵
触
す
る
」
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
会
員
一
人
当
た
り
に
か
か
る
経
費
」
が
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
高
速
道
路
会
社
か

ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ー
ド
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
運
営
に
要
す

る
経
費
は
約
二
億
七
千
七
百
六
十
万
円
、
平
成
二
十
年
度
末
時
点
に
お
け
る
総
会
員
数
は
二
万
九
千
三
百
七
十
四
人
と
の
こ

と
で
あ
り
、
当
該
経
費
を
当
該
総
会
員
数
で
割
る
と
約
九
千
四
百
五
十
円
で
あ
る
。
な
お
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ー
ド
の

年
会
費
収
入
は
約
三
千
百
三
十
万
円
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
御
指
摘
の
「
採
算
計
画
」
が
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
高
速
道
路
会
社
か
ら
聴
取
し
た
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ー
ド
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
は
高
速
道
路
事
業
の
一
部
と
し
て
運
営
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
「
本
カ
ー
ド
の
収
支
」
及
び
「
損
失
が
あ
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
補
填
さ
れ
て
い
る
の
か
」
に
つ

い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三


